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「男女共同参画せんだいプラン 2016」令和２年度実施状況 

 

１ 概況 

＜主な取り組み＞ 

基本目標１ 政策・方針決定過程への女性の参画 

・ 市の審議会等における女性委員の登用促進 

・ 研修等による市の女性職員のキャリア形成の促進 

・ 企業の女性管理職候補育成プログラムの開催 

・ [新規] 企業の女性役員候補育成プログラムの開催 

 

基本目標２ 男女共同参画への理解の促進 

・ 市民活動団体との協働による「男女共同参画推進せんだいフォーラム」の開催 

・ 男女共同参画に関連する啓発講座の開催 

・ 男性の育児参加などを促進するための講座の開催 

 

基本目標３ 男女の仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現 

・ 市の職員のワーク・ライフ・バランスの推進 

・ 保育所の計画的な整備、放課後児童健全育成事業等の実施 

（ 中止：ワーク・ライフ・バランス推進に関するセミナーの開催 ） 

 

基本目標４ 男女が共にいきいきと働ける労働環境づくり 

・ 仙台市起業支援センター「アシ☆スタ」における起業支援 

・ 関係機関と連携した「仙台市働く女性の活躍推進協議会」の運営 

（ 中止：働く女性等を対象としたセミナーの開催 ） 

 

基本目標５ 女性に対する暴力の根絶・生涯を通じた健康支援 

・ ＤＶ、デートＤＶ、性暴力の防止啓発リーフレットの配布 

・ 性暴力被害者に関わる支援者講座の開催 

（ 中止：ＤＶ市民講座の開催 ） 

 

 

資料１ 
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基本目標６ 復興・未来へつなぐまちづくりにおける男女共同参画 

・ エル・パーク仙台、エル・ソーラ仙台における市民活動スペース等の運営 

・ 防災・まちづくりにおける女性人材育成プログラムの開催 

・ 仙台防災未来フォーラム等での「女性のリーダーシップ促進」の発信 

 

＜主な成果目標・モニタリング指標＞ 

 

 

その他の事業についても、成果目標の進捗やモニタリング指標の実績を随時確認しながら、前年度

に引き続き、6つの基本目標に沿って男女共同参画の推進に向けた取り組みを着実に進めました。 

 

（注）成果目標とモニタリング指標について 

 

 

 

 

 

 

 

項目 計画策定時 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

市の審議会
等における
女性委員 
割合 

36.9％ 

（26 年度末） 

37.9％ 

（28 年度末） 

37.5％ 

（29 年度末） 

37.6％ 

（30 年度末） 

37.1％ 

（ R 元年度末）

36.0％ 

（ R2 年度末）

40%以上 

（ R2 年度末）

せんだい男
女共同参画
財団が実施
する男女共
同参画推進
講座の参加

者数 

3,996 人 

(直近 3年間

の平均) 

7,475 人 

（28 年度） 

6,900 人 

（29 年度） 

8,113 人 

（30 年度） 

6,824 人 

（ R 元年度） 

2,690 人 

（ R2 年度） 

4,500 人 

（ R2 年度） 

市役所にお
ける男性職
員の育児休
業取得率 

12.2％ 

（26 年度） 

※部分休業含む 

9.7％ 

（28 年度） 

※部分休業含まず 

8.4％ 

（29 年度） 

※部分休業含まず 

15.4% 

（30 年度） 

※部分休業含まず 

15.0% 

（ R 元年度） 

※部分休業含まず 

21.5% 

（ R2 年度）

※部分休業含まず 

15％以上 

（R元年度） 

働く女性 
向けの事業 
参加者数 

320 人 

（26 年度） 

570 人 

（28 年度） 

426 人 

（29 年度） 

399 人 

（30 年度） 

402 人 

（ R 元年度） 

86 人 

（ R2 年度） 

※5年累計 

1,883 人 

5 年間延べ

2,000 人 

（ R2 年度） 

仙台市に 
おけるＤＶ
に関する 
相談件数 

2,508 件 

（26 年度） 

2,355 件 

（28 年度） 

2,679 件 

（29 年度） 

2,287 件 

（30 年度） 

2,025 件 

（ R 元年度） 

2,903 件 

（ R2 年度） 
― 

防災・まち 
づくり女性
人材育成 

プログラム 
参加者数 

 
26 人 

（28 年度） 

19 人 

（29 年度） 

20 人 

（30 年度） 

23 人 
（ R 元年度） 

20 人 
（ R2 年度） 

※5年累計 

108 人 

5 年間で 
100 人 

（ R2 年度） 

【成果目標】 

 本計画期間満了時に目指すべき目標値を明らかにするとともに、各年度の取り組みの成果を測るために設定

したもの。 

【モニタリング指標】 

 目標値の設定は困難又は不適当であるものの、取り組みを効果的に推進するため基本目標や重点課題に関連

する状況を把握するための指標として設定したもの。 
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２ 基本目標ごとの重点課題に関する取り組みの実施状況 

基本目標１ 政策・方針決定過程への女性の参画 

重点課題① 市の審議会等における女性委員の登用率の向上 

 

  

  

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

1 委員登用に係る目

標値・進捗状況の周

知並びに委員の改

選時及び新規設置

時の男女共同参画

課との事前協議の

徹底 

【内容】 

女性委員の登用に関する事前協議の実施を徹底し、各審議会等が本市の目標

である女性委員登用率 40％を超えるように働きかけを行う。 

【実施状況】 

・事前協議の徹底〔市民局〕 

市男女共同参画推進本部会議において女性委員登用率 40％以上の達成に

ついて協力依頼を行ったほか、各所管課への次年度の登用率目標値の設定

依頼などを通じ、事前協議の徹底を図った。 

2 委員公募制の積極

的な活用 

【内容】 

市民各層から適切な人材を確保するため、審議会等の役割や性格に応じて、

市民公募制度が可能なものについて、審議会等委員の市民公募制度を導入す

る。 

【実施状況】 

・委員公募制の積極的な活用〔市民局〕 

公募実施を積極的に実施するよう呼びかけを行った。 

成果目標 

 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

市の審議会
等における
女性委員割 
合 

36.9％ 
（H26 年度末） 

37.9％ 
（H28 年度末） 

37.5％ 
（H29 年度末） 

37.6％ 
（H30 年度末） 

37.1％ 
（R元年度末） 

36.0％ 
（R2 年度末） 

40%以上 
（R2 年度末） 

女性委員が
いない市の
審議会等の 
数 

0 
（H26 年度末） 

1 
(H28 年度末) 

2 
(H29 年度末) 

3 
(H30 年度末) 

2 
（R元年度末） 

1 
（R2 年度末） 

０ 
（R2 年度末） 

公募委員が
参画してい
る市の審議 
会等の数 

10 
（H26 年度末） 

10 
(H28 年度末) 

10 
(H29 年度末) 

11 
(H30 年度末) 

12 
（R元年度末） 

10 
（R2 年度末） 

15 
(R2 年度末) 
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重点課題② 市の女性職員の管理職への登用促進 

 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

3 女性職員のキャ

リア形成やスキ

ルアップへの支

援 

【内容】 

自らのキャリアを主体的に考える意識を養い、かつ、子育てや介護といったラ

イフイベントとキャリアプランの調和の重要性を理解することを目的とした

研修を開催する。また、キャリアを主体的に考えていくうえで参考となるロー

ルモデルを紹介し、積極的なキャリア形成を促進する。 

【実施状況】 

(1) キャリアデザイン研修〔総務局〕 

・新規採用職員研修、採用 4 年目職員研修及び採用 7年目研修において、キ

ャリアデザイン研修を実施した。 

・ポスト係長研修及び課長研修において、マネジメント研修を実施した。 

・キャリアデザイン研修のテキストを庁内ＬＡＮグループウェアシステムに

掲載した。 

・複線型の人事管理制度を実施した。（税務分野・福祉分野）。 

(2) 女性職員活躍応援セミナー〔総務局〕 

・女性職員を対象に、女性係長職の講話、参加者によるグループワークを実

施した。 

(3) 女性職員リーダー育成プログラム〔総務局〕 

・「企業の未来プロジェクト 2020」の主要コンテンツである、女性管理職 

候補育成プログラム「仙台女性リーダー・トレーニング・プログラム」に

女性職員 1名を派遣した。 

4 女性職員の管理

職への登用促進

と職域の拡大 

【内容】 

計画的に女性管理職を育成していくとともに、従来女性職員が就いていなかっ

た職に女性職員を登用する等、職域の拡大を図る。 

【実施状況】 

・女性管理職の計画的な登用を進めた。〔総務局〕 

成果目標 

 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

市役所の女
性職員の係
長昇任試験
受験率 

21.4％ 

（H27 年度） 

22.4％ 

（H28 年度） 

21.9％ 

（H29 年度） 

27.0％ 

（H30 年度） 

26.2% 

（R元年度） 

26.4% 

（R2 年度） 

30％以上 

（R2 年度） 

市役所にお
ける女性管
理職の割合 
※市長部局 

14.5％ 

（H27 年 4月 1 日 

現在） 

16.9％ 

（H29 年 4月 1 日 

現在） 

17.3％ 

（H30 年 4月 1 日 

現在） 

17.6％ 

（H31 年 4月 1 日 

現在） 

18.5％ 

（R2 年 4月 1 日 

現在） 

18.3％ 

（R3 年 4月 1 日 

現在） 

20％以上 

（R3 年度当初） 
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重点課題③ 企業や地域団体、市民団体等における女性登用に向けた啓発と支援の拡充 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

5 経済団体・行政

等による協議会

の設置 

【内容】 

関係機関と連携し、地域の女性活躍及びワーク・ライフ・バランスの推進を 

図る。 

【実施状況】 

・仙台市働く女性の活躍推進協議会〔市民局〕 

経済団体、金融機関、国の機関、男女共同参画推進団体、本市からなる「仙台

市働く女性の活躍推進協議会」を 1 回開催し、関係団体相互の情報共有や、

本市が実施する事業に関する意見交換等を行った。 

6 企業に対するワ

ーク・ライフ・

バランス及び女

性活躍推進の広

報・啓発 

【内容】 

(1) 女性活躍に関する先進企業事例集を作成し市内の企業に配布するとともに、

市ホームページにも掲載する。 

(2) 企業における女性登用を促進するため、経済団体、行政等と連携し、企業の 

経営者や管理職等を対象としたセミナーを実施する。 

【実施内容】 

(1) 女性活躍に関する先進企業事例の紹介〔市民局〕 

 女性活躍を推進する市内企業の先進事例を市ホームページ上で継続して公開

した。 

(2)女性活躍推進セミナーの実施〔市民局〕 

地元企業に対し、女性の活躍推進について啓発及び情報提供を行うためのセミ

ナーを開催予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止と

した。 

(3) ワーク・ライフ・バランスセミナーの実施〔子供未来局〕 

ワーク・ライフ・バランスセミナーを開催予定であったが、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響により中止した。 

7 企業における女

性人材育成に係

る支援 

（再掲・基本目標４） 

【内容】 

企業の女性管理職候補の育成プログラムを実施する。 

【実施状況】 

・ 仙台女性リーダー・トレーニング・プログラムの実施〔市民局〕 

「企業の未来プロジェクト 2020」の主要コンテンツとして、「仙台女性リーダ

ー・トレーニング・プログラム」マネージャーコース（女性管理職候補育成プ

ログラム）、エグゼクティブコース（経営者目線のある女性役員候補育成プロ

グラム）を実施した。 

8 女性の参画に関

する地域団体や

市民団体への啓

発や支援 

【内容】 

地域活動や市民活動の場において女性が活躍している事例紹介などを通して、啓

発・支援に努める。 

【実施状況】 

(1) 「パンジー」の発行〔市民局〕 

女性たちの多様なリーダーシップのあり方を伝える広報誌「パンジー」第 9

号、第 10 号を発行した。 

 (2) 市内単位防犯協会における女性の参画を推進〔市民局〕 

市内単位防犯協会 72 団体において 35 部の防犯女性部で 594 名（R3 年 3 月

31 日現在）が活動した。 

(3) 市民活動サポートセンターにおける情報提供、相談対応等〔市民局〕 

多様な主体による活動促進のための情報提供、相談対応等を実施した。 
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モニタリング指標 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

仙 台 市 の
小・中学校
における女
性管理職の
割合 

17.5% 

（H27 年 4月 1 日） 

17.8% 

（H29 年 4月 1 日） 

19.1% 

（H30 年 4月 1 日） 

18.5% 

（H31 年 4月 1 日） 

17.3% 

(R2 年 4月 1 日) 

20.1% 

(R3 年 4月 1 日) 
 

民間企業(従

業員数100人

以上)におけ

る女性管理

職(課長相当

職)の割合 

※厚労省「賃金

構造基本統計

調査より 

9.2％ 

（H26 年・全国） 

10.3％ 

（H28 年・全国） 

10.9％ 

（H29 年・全国） 

11.3％ 

（H30 年・全国） 

11.3％ 

（R元年・全国） 

11.5％ 

（R2 年・全国） 
 

PTA 会長に
占める女性
の割合 

26.8％ 

（H27 年 4月 1 日） 

27.6％ 

（H29 年 4月 1 日） 

28.3％ 

（H30 年 4月 1 日） 

30.5％ 

（H31 年 4月 1 日） 

28.7% 

(R2 年 4月 1 日) 

31.0% 

(R3 年 4月 1 日) 
 

町内会長に
占める女性
の割合 

9.9％ 

（H27 年 4月 1 日） 

10.3％ 

（H29 年 4月 1 日） 

11.1％ 

（H30 年 4月 1 日） 

10.8％ 

（H31 年 4月 1 日） 

11.3% 

(R2 年 4月 1 日) 

12.1% 

(R3 年 4月 1 日) 
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基本目標２ 男女共同参画への理解の促進 

  重点課題① 男女共同参画に関わる様々な主体との連携による広報・啓発の強化及び 

学習機会の拡充 

 

 

  

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

9 市民団体等と

の協働による

男女共同参画

推進イベント

の実施 

【内容】 

「男女共同参画推進せんだいフォーラム」等を市民活動団体と協働で実施する。 

【実施状況】 

(1) 男女共同参画推進センター利用団体交流会〔市民局〕 

 市民活動団体同士の活動紹介を行い、交流を深める機会とした。 

(2) 公募共催事業〔市民局〕 

 市民活動団体が企画実施する事業について、(公財)せんだい男女共同参画財団

(以下「財団」という。) が会場使用料の負担や、広報等に協力した。 

(3) 男女共同参画推進せんだいフォーラム 2020〔市民局〕 

 仙台市男女共同参画推進センターを拠点に活動する市民団体が、世界共通の目

標である SDGs に沿った様々な取り組みを発信した。 

 

10 男女共同参画

推進センター

における講座

など学習・研修

事業 

【内容】 

男女共同参画に関連する様々な課題を取り上げた啓発講座を実施する。 

【実施状況】 

・男女共同参画推進講座〔市民局〕   

男女共同参画をさまざまな切り口からとらえ、課題解決につながる講座とし

て「ジェンダー論講座」「働く女性の potluck meeting」「ゆる～り女子会」な

どを実施した。 

成果目標 

                                                  

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

財団による
出前講座の
実施数 

25 件 
（H26 年度） 

65 件 
（H28 年度） 

64 件 
（H29 年度） 

67 件 
（H30 年度） 

43 件 
（R元年度） 

16 件 
（R2 年度） 

35 件 
(R2 年度) 

財団が実施
する男女共
同参画推進
講座の参加
者数 

3,996 人 
(直近 3 年間の

平均) 

7,475 人 
（H28 年度） 

6,900 人 
（H29 年度） 

8,113 人 
（H30 年度） 

6,824 人 
（R元年度） 

2,690 人 
（R2 年度） 

4,500 人 
（R2 年度） 
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 重点課題② 男性・子ども・若者への啓発の推進 

 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

11 男性の家事・育

児・介護等への参

画へ向けた啓発 

（再掲・基本目標３） 

【内容】 
男性に向けた家事・育児・介護等への参画に係る広報・啓発を実施する。 
 

【実施状況】 
・関連本の紹介・展示〔市民局〕 

エル・ソーラ仙台の図書資料スペースや研修室前のロビー、エル・パーク

仙台館内において、「新しい生活スタイルと男性」をテーマとした関連図

書を紹介展示した。 

・父親の子育て力支援事業〔子供未来局〕 

 父親の育児参加を促進するため、父親が参加しやすい休日等に、両親教室

や育児講座を開催した。 

・男性向け講座の開催〔教育局〕 

 男性を対象に、男性同士の交流や地域と関わるきっかけづくりのための講

座を開催した。 

12 子どもや若者に向

けた広報・啓発 

【内容】 

若年層を対象に、広報・啓発に向けた様々な講座等を実施する。 

 

【実施状況】 

・若者のキャリア形成支援事業〔市民局〕 

大学生を対象に、出前講座などで自分らしい働き方や生き方を考える機会

を提供した。 

・インターンシップの実施〔市民局〕 

（公財）せんだい男女共同参画財団にて、大学生の職場体験の受け入れを

予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止となった。 

 

モニタリング指標 

 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

固定的役割分
担意識につい
ての反対の割
合 
※「反対」または

「どちらかといえ

ば反対」の合計 

男性 

36.7％ 

女性 

43.0％ 

（H26 年度） 

   

男性  

49.7% 

女性  

55.6% 
（R元年度） 

  

男女共同参画
推進センター
の図書貸出冊
数 

3,223 冊 
（H26 年度） 

2,856 冊
（H28 年度） 

3,095 冊
（H29 年度） 

2,788 冊
（H30 年度） 

3,095 冊 
（R元年度） 

2,047 冊 
（R2 年度） 
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基本目標３ 男女の仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現 

  重点課題① 市の職員のワーク・ライフ・バランスの推進 

 

 重点課題② 男性の育児・子育て・介護等への参画の促進 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

13 職場で取り組

む子育て推進

プログラムの

推進 

【内容】 

「職場で取り組む子育て推進プログラム」（第 3期仙台市特定事業主行動計画）や
女性活躍推進法に係る特定事業主行動計画の推進を通して、啓発を行う。 

【実施状況】 

(1) 経験談等の周知〔総務局〕 

キャリア形成と子育てを両立してきた職員の体験談等を庁内ホームページ等で

情報提供した。 

(2) セミナーの開催〔総務局〕 

  職員を対象に、ワーク・ライフ・バランスに関する研修を開催した。 

（3）プランの推進〔総務局〕 

子育て推進・女性職員活躍推進プランに基づく取組みを推進した。 

14 女性職員活躍

推進プランの

推進 

【内容】 

女性職員活躍推進プラン「女性活躍推進法に基づく特定事業主行動計画」を推進する。 

【実施状況】 

(1) 関係課長会議を開催し、推進プランの進捗状況及び推進のための当年度の具

体的な取り組みを確認した。〔総務局〕 

(2) 前年度の推進プラン実施状況を市ホームページにて公表した。〔総務局〕 

(3) 子育て推進・女性職員活躍推進プランに基づく取組みを推進した。〔総務局〕 

成果目標 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

市役所に
おける男
性職員の
育児休業
取得率 

12.2％ 
（H26 年度） 

※部分休業含む 

9.7％ 
（H28 年度） 

※部分休業含まず 

8.4％ 
（H29 年度） 

※部分休業含まず 

15.4% 
（H30 年度） 

※部分休業含まず 

15.0% 
（R1 年度） 

※部分休業含まず 

21.5% 
（R2 年度） 

※部分休業含まず 

15％以上 
（31 年度） 

 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

15 男性の家事・育

児・介護等への参

画に向けた啓発 

（再掲・基本目標２） 

【内容】 

男性に向けた家事・育児・介護等への参画に係る広報・啓発を実施する。 

【実施状況】 
・関連本の紹介・展示〔市民局〕 

エル・ソーラ仙台の図書資料スペースや研修室前のロビー、エル・パーク仙

台館内において、「新しい生活スタイルと男性」をテーマとした関連図書を紹

介展示した。 

・父親の子育て力支援事業〔子供未来局〕 

 父親の育児参加を促進するため、父親が参加しやすい休日等に、両親教室や

育児講座を開催した。 

・男性向け講座の開催〔教育局〕 

 男性を対象に、男性同士の交流や地域と関わるきっかけづくりのための講座

を開催した。 

16 仕事と生活の調

和（ワーク・ラ

イフ・バランス）

【内容】 

(1) 男性に向けた家事・育児・介護等への参画に係る講座等を実施する。 

(2) 仕事と子育ての両立が可能なワーク・ライフ・バランスの実現を図るため、

セミナーの開催など企業等に対する啓発・普及を目的とした事業を実施する。 
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の実現に向けた

各種講座の充実 

【実施状況】 

(1)  ワーク・ライフ・バランス推進等に関する出前講座の実施〔市民局〕 
企業等からの依頼に応じ、ワーク・ライフ・バランス推進と働き方改革に関
する出前講座を実施した。 

(2) ワーク・ライフ・バランスセミナーの実施〔子供未来局〕 
ワーク・ライフ・バランスセミナーを開催予定であったが、新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響により中止した。 

(3) リーフレットの作成・配布〔子供未来局〕 
リーフレット「職場の人と読んでほしい 働くプレパパ・プレママガイド～
産休・育休・職場復帰まで～」を制度改正に合わせて修正し、引き続き母子
手帳交付時に区の窓口で配布した。 
 

成果目標 

 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

「ワーク・ラ

イフ・バラン

ス」という用

語の認知度 

59.4％ 
（H26 年度） 

   
69.6% 

（R元年度） 
 

100％ 
（R2 年度） 

未就学児を

持つ男性の

一日の平均

家事時間 

（仕事がある日） 

101 分 
（H26 年度） 

   
119 分 

（R元年度） 
 

120 分以上 
（R2 年度） 

男性が参加

しやすい介

護研修の参

加者数の予

定人数比 

※夜間また

は土・日曜日

開催 

介護ナイター講座

113％ 

土・日曜日に

実施する介護講座 

156％ 

（H26 年度） 

介護ナイター講座 

79％ 

土・日曜日に

実施する介護講座 

113％ 

(H28 年度) 

介護ナイター講座 

103％ 

土・日曜日に

実施する介護講座 

124％ 

(H29 年度) 

介護ナイター講座 

130％ 

土・日曜日に

実施する介護講座 

112.5％ 

(H30 年度) 

介護ナイター講座

95.7％ 

土・日曜日に

実施する介護講座 

118.3％ 

（R元年度） 

介護ナイター講座

45％ 

土・日曜日に

実施する介護講座 

88.9％ 

（R2 年度） 

予定人数
の 100％ 
（R2 年度） 

介護保険関

連施設の定

員 

3,770 人 
（H27年 4月 1日） 

4,508 人 
（H29年 4月 1日） 

4,722 人 
（H30 年 4 月 1 日） 

5,031 人 
（H31年 4月 1日） 

5,241 人 
（R2 年 4 月 1 日）

5,459 人 
（R3 年 4 月 1 日）

5,392 人 
（R2 年度末） 
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モニタリング指標 

 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

既婚女性の

結婚・妊娠・

出産・育児を

きっかけと

する退職経

験の有無 

55.2％ 
（H26 年度） 

   
63.0% 

（R 元年度） 
  

介護・看護時

間の男女比

（介護をし

ている者対象）

（総務省「社

会生活基本

調査」より） 

男性
24.5％ 
女性
74.5％ 

（H23 年・全国）

男性
27.4％ 
女性

73.2％ 
（H28 年・全国）

     

宮城県内に

おける女性

活躍推進法

に基づく認

定 ( え る ぼ

し)の取得企

業数 

H28 年度より

制度開始 

4 社 
（H28 年度末） 

4 社 
（H29 年度末） 

4 社 
（H30 年度末） 

5社 

(R 元年度末) 

10 社 

(R2 年度末) 
 

宮城県内に

おける次世

代認定マー

ク（くるみ

ん、プラチナ

くるみん）取

得企業数 

23 社 
（H27 年 4 月） 

29 社 
（H29 年 4 月） 

28 社 
（H30 年 4 月） 

28 社 
（H31 年 4 月） 

37 社 
（R2 年 4 月） 

42 社 
（R3 年 4 月） 

 

宮城県「女性

のチカラを

活かす企業」

認定企業数 

455 社 
（H27年4月1日） 

346 社 
（H29年4月1日） 

292 社 
（H30年4月1日） 

300 社 
（R元年5月1日） 

314 社 
（R2年 4月 1日） 

435 社 
（R3年 4月 1日） 
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重点課題③ 保育サービスの拡充と多様な子育て支援の展開 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

17 保育所整備事業 【内容】 

子育て世帯が増加し、保育需要の増加が見込まれる地区を中心に保育

所の整備を計画的に進める。 

【実施状況】 

・保育所の整備〔子供未来局〕 

新たに認可保育所 4施設を整備した。 

18 幼稚園預かり保育事

業 

【内容】 

保育ニーズの多様化に対応するため、幼稚園の教育時間終了後等も幼稚

園内で園児を預かる「預かり保育」を実施する私立幼稚園に対し、必要

経費の一部を助成する。 

【実施状況】 

・幼稚園預かり保育事業〔子供未来局〕 

保育所と同等の 11 時間以上の保育を提供している園 

 R2：44 か所 → R3：38 か所（▲6 か所） 

19 一時預かりや延長保

育など多様な保育サ

ービス事業 

【内容】 

(1) 保護者の断続的・短時間就労や傷病、看護、育児に伴う心理的・肉

体的負担の解消などにより、家庭における保育が一時・緊急的に困難

となる幼児に柔軟に対応する。 

(2) 保護者の就労形態の多様化に柔軟に対応した保育を行うため、通常

の保育時間（11 時間）の前後において、２時間以上の延長保育を実

施する保育所を拡充する。 

 

【実施状況】 

(1) 一時預かり事業〔子供未来局〕 

 年度当初実施施設数 R2：103 か所 → R3：114 か所（+11 か所） 

(2) 延長保育（２時間以上）事業〔子供未来局〕 

・1時間延長（保育所及び認定こども園） 

 R2：160 か所 → R3：167 か所（＋7か所） 

・2時間以上延長（保育所及び認定こども園） 

  R2：62 か所 → R3：61 か所（▲1か所） 

 

20 放課後児童健全育成

事業・放課後子ども教

室等事業 

【内容】 

(1) 保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生を対象に、放課後等

の遊びや生活の場を提供し、その健全育成を図る。また、児童館児童

クラブ事業については、ニーズに対応するため、平日については、引

き続き 19 時 15 分まで延長して実施する。 

(2) すべての小学生の放課後の安全で健やかな居場所づくり、学習支援

や地域での幅広い体験学習の充実を図るため、市立小学校に放課後子

ども教室を開設する。 

【実施状況】 

(1) 放課後児童健全育成事業〔子供未来局〕 

 保護者が就労等により昼間家庭にいない小学 1～6 年生の児童を対象

に実施した。 

(2) 放課後子ども教室事業〔教育局〕 

 25 教室で実施。延べ参加児童数は 28,528 人。 
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成果目標 

 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

保育施設等
の利用定員
数 

17,321 人 
（H27 年度当初） 

19,339 人 
（H29 年度当初） 

19,971 人 
（H30 年度当初） 

20,456 人 
（H31 年度当初） 

21,144 人 
（R2 年度当初） 

21,536 人 
（R3 年度当初） 

19,963 人 
（R2 年度当初） 

保育所等の
一時預かり
延べ利用者
数 

71,786 人 
（H26 年度） 

99,347 人 
（H28 年度） 

111,582 人 
（H29 年度） 

115,194 人 
（H30 年度） 

106,211 人 
（R元年度） 

105,359 人 
（R2 年度） 

86,308 人 
（R2 年度） 

保育所等の
延長保育利
用者数 

4,589 人 
（H26 年度） 

5,623 人 
（H28 年度） 

5,142 人 
（H29 年度） 

5,496 人 
（H30 年度） 

5,688 人 
（R元年度） 

6,196 人 
（R2 年度） 

4,817 人 
（R2 年度） 

病児・病後
児保育実施
施設数 

4 
（H26 年度） 

5 
（H28 年度） 

6 
（H29 年度） 

6 
（H30 年度） 

6 
（R元年度） 

6 
（R2 年度） 

5 
（R2 年度） 

モニタリング指標 

保育施設等
入所待機児
童数 

419 人 
（H27年 4月 1日） 

232 人 
（H29年 4月 1日） 

138 人 
（H30年 4月 1日） 

121 人 
（H31年 4月 1日） 

91 人 
（R2年 4月 1日） 

44 人 
（R3年 4月 1日） 
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基本目標４ 男女が共にいきいきと働ける労働環境づくり 

  重点課題① 働く女性の活躍や多様な働き方への支援 

 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

21 企業における女性人

材育成に係る支援 

（再掲・基本目標１） 

【内容】 

企業の女性管理職候補の育成プログラムを実施する。 

 

【実施状況】 

・ 仙台女性リーダー・トレーニング・プログラムの実施〔市民局〕 

「企業の未来プロジェクト 2020」の主要コンテンツとして、「仙台女性リ

ーダー・トレーニング・プログラム」マネージャーコース（女性管理職

候補育成プログラム）、エグゼクティブコース（経営者目線のある女性役

員候補育成プログラム）を実施した。 

 

 

22 働く女性向けセミナ

ー及び交流会の開催 

 

【内容】 

職場における女性活躍推進に向けて、働く女性を対象としたセミナー・交

流会、及び企業を対象とした女性人材の育成やワーク・ライフ・マネジメ

ント等に関するセミナーを実施する。 

 

 

 

【実施状況】 

・働く女性の活躍推進事業〔市民局〕 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響により開催を中止した。 

 

 

 

23 仙台市起業支援セン

ター「アシ☆スタ」

における起業支援 

【内容】 

仙台市起業支援センター「アシ☆スタ」において、相談やハンズオン支援、

セミナー等を行うとともに、「アシ☆スタ交流サロン」を活用し、起業家同

士の多様な交流の促進やコラボレーションの創出を図るなど、起業に関す

る支援施策をワンストップで実施する。 

 

 

【実施状況】 

・アシ☆スタにおける起業支援〔経済局〕 

起業に向けて継続的な相談体制を周知しているほか、オンラインを併用

しながら相談を行った。 

R2 年度の女性の創業相談は 560 件、女性の開業件数は 43 件（アシ☆スタ

支援経由）。 

なお、新型コロナウイルス感染拡大の影響によりアシ☆スタ交流サロン

を活用した事業は開催できなかった。 

 

 

 

成果目標 
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項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

働く女性向
けの事業参
加者数 

320 人 
（H26 年度） 

570 人 
（H28 年度） 

426 人 
（H29 年度） 

399 人 
（H30 年度） 

402 人 
（R元年度） 

86 人 
（R2 年度） 

5 年間延べ
2,000 人 
（R2 年度） 

モニタリング指標 

起業相談 
件数 

女性 537 人 
男性 499 人 
（H26 年度） 

女性 662 人 
男性 649 人 
（H28 年度） 

女性 613 人 
男性 562 人 
（H29 年度） 

女性 636 人 
男性 505 人 
（H30 年度） 

女性 612 名 
男性 568 名 
（R元年度） 

女性 560 名 
男性 600 名 
（R2 年度） 

 

25～44 歳
の女性の有
業率 
※総務省「就

業構造基本
調査」より 

68.5％ 
（H24 年度・仙台市）

77.4％ 
（H29 年度・仙台市）

     

宮城県にお
ける労働者
の平均年
齢・平均勤
続年数 
※宮城県「労
働実態調査」

より 

【平均年齢】 

男性 42.7 歳 

女性 38.9 歳 

【平均勤続年数】

男性 14.1 年 

女性 10.5 年 

（H26 年度） 

【平均年齢】 

男性 41.4 歳 

女性 38.3 歳 

【平均勤続年数】 

男性 15.3 年 

女性 11.0 年 

（H28 年度） 

【平均年齢】 

男性 41.7 歳 

女性 38.6 歳 

【平均勤続年数】 

男性 13.3 年 

女性 9.6 年 

（H29 年度） 

【平均年齢】 

男性 41.9 歳 

女性 38.5 歳 

【平均勤続年数】 

男性 14.1 年 

女性 9.9 年 

（H30 年度） 

【平均年齢】 

男性 42.3 歳 

女性 39.2 歳 

【平均勤続年数】 

男性 14.3 年 

女性 10.8 年 

（R 元年度） 

【平均年齢】 

男性 43.1 歳 

女性 40.1 歳 

【平均勤続年数】 

男性 14.2 年 

女性 10.8 年 

（R2 年度） 

 

 

 重点課題② 経済団体や関係団体、行政等の連携・協力による取り組みの強化 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

24 経済団体・行政等に

よる協議会の設置 

（再掲・基本目標１） 

【内容】 

関係機関と連携し、地域の女性活躍及びワーク・ライフ・バランスの推進を図る。

【実施状況】 

・仙台市働く女性の活躍推進協議会〔市民局〕 

経済団体、金融機関、国の機関、男女共同参画推進団体、本市からなる「仙

台市働く女性の活躍推進協議会」を 1 回開催し、関係団体相互の情報共

有や、本市が実施する事業に関する意見交換等を行った。 

25 企業におけるワー

ク・ライフ・バラン

ス及び女性活躍推

進の広報・啓発 

（再掲・基本目標１） 

【内容】 

(1) 女性活躍に関する先進企業事例集を作成し市内の企業に配布すると共

に、市ホームページに内容を掲載する。 

(2) 企業における女性登用を促進するため、経済団体、行政等と連携し、企

業の経営者や管理職等を対象としたセミナーを実施する。 

【実施内容】 

(1) 女性活躍に関する先進企業事例の紹介〔市民局〕 

 女性活躍を推進する市内企業の先進事例を市ホームページ上で継続して公開した。 

(2)女性活躍推進セミナーの実施〔市民局〕 

地元企業に対し、女性の活躍推進について啓発及び情報提供を行うための

セミナーを開催予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

り中止とした。 

(3) ワーク・ライフ・バランスセミナーの実施〔子供未来局〕 

ワーク・ライフ・バランスセミナーを開催予定であったが、新型コロナウ

イルス感染拡大の影響により中止した。 

成果目標等 

なし 



   

 16

基本目標５ 女性に対する暴力の根絶・生涯を通じた健康支援 

  重点課題① 人権尊重、ＤＶの根絶と被害者支援に向けた啓発の推進 

 

 

 重点課題② 相談窓口のさらなる周知と相談機能の充実 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

26 中学校や高等学校

等への出前講座の

実施 

【内容】 

中学校、高等学校等からの依頼に基づき、出前講座を実施する。 

【実施状況】 

・デートＤＶ防止出前講座〔市民局〕 

宮城県子ども・家庭支援課や仙台市内各校等からの依頼を受け、県内の中

学校・高校・専門学校に出向き出前講座を実施した。 

（8件、834 名参加） 

27 若年層への啓発の

充実 

【内容】 

デートＤＶ防止啓発リーフレットを大学等に配布するほか、成人式等の若者

が多く集まる場を活用した効果的な啓発活動を行う。 

【実施状況】 

・デートＤＶ防止啓発リーフレット〔市民局〕 

 デートＤＶ防止啓発リーフレットを作成し、高等学校や大学、専門学校等

に配布した。 

成果目標等 

なし 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

28 ＤＶ防止啓発リー

フレットや市ホー

ムページ等による

各種相談窓口の一

層の周知 

【内容】 

ＤＶ、デートＤＶ、性暴力等の各防止啓発リーフレット、ポスター等を作

成し、市施設、学校や医療機関等に配布する。また、市ホームページによ

り相談窓口や情報に関する情報を提供する。 

【実施状況】 

(1)「ストップ！ＤＶキャンペーン 2020」の実施〔市民局〕 

「ストップ！ＤＶキャンペーン 2020」の実施に合わせて、庁内、市関 

連施設、総合病院等に、ＤＶ防止啓発リーフレット等を配布した。 

(2) デートＤＶ防止啓発リーフレット〔市民局〕 

デートＤＶ防止啓発リーフレットを作成し、市内の中学校、高等学校、

大学、専門学校等に配布した。 

(3) 性暴力防止啓発〔市民局〕 

性暴力防止啓発チラシを作成し、市立小学校に配布した。 

 

29 家庭相談員等職員

研修の実施 

【内容】 

ＤＶ被害者を支援する業務等に携わる職員に対し、研修を実施する。 

【実施状況】 

・各種研修等の実施及び外部研修への派遣〔市民局〕 

 配偶者暴力相談支援センター事業初任者研修や外部研修への派遣等を、継

続的に実施した。 
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No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

30 カウンセリングの

研修など相談員研

修の実施 

【内容】 

カウンセリング専門家によるＤＶ被害者支援の相談員研修を実施する。 

 

【実施状況】 

・外部研修への職員派遣及び専門家によるスーパー・ビジョンの実施〔市民局〕 

相談員等をＤＶに関する専門の研修に派遣したほか、ＤＶ被害者支援に係

る処遇困難事例に対し、必要に応じて専門家によるスーパー・ビジョンを

実施できる体制とした。 

 

成果目標 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

ＤＶを受け
た後に、相
談した人の
割合 

男性 9.1％ 
女性 58.0％ 
（H27 年度） 

    

 

男性 30％ 
女性 70％ 
（R2 年度） 

ＤＶ防止法
の認知度 

89.7％ 
（H27 年度） 

    

 

100％ 
（R2 年度） 

仙台市「女
性への暴力
相談電話」
の認知度 

39.9％ 
（H27 年度） 

    

 

50％ 
（R2 年度） 

モニタリング指標 

仙台市にお
けるＤＶに
関する相談
件数 

2,508 件 
（H26 年度） 

2,355 件 
（H28 年度） 

2,679 件 
（H29 年度） 

2,287 件 
（H30 年度） 

2,025 件 
（R元年度） 

2,903 件 
（R2 年度） 

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の 

影
響
に
よ
り
市
民
意
識
調
査
を
中
止 
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重点課題③ 被害者支援のための関係機関の連携強化 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

31 宮城県との連絡体

制の構築 

【内容】 

宮城県（子ども・家庭支援課、女性相談センター）との連携を強化し、被害

者に対する適切な支援を実施する。 

【実施状況】 

・宮城県との連携〔市民局〕 

保護が必要な被害者について、宮城県婦人相談所への連絡及び送致を実施

した。 

32 警察との連携強化 【内容】 

宮城県警との連携を強化し、被害者に対する適切な支援を実施する。 

【実施状況】 

・宮城県警との連携強化〔市民局〕 

 宮城県警察本部との連携調整会議や犯罪被害者支援連絡協議会などを通

じて、情報交換等を行った。 

33 関係部署の連携に

よるＤＶ被害者情

報の保護 

【内容】 

関係部署の連携により、ＤＶ被害者情報の保護に努め、被害の拡大を防止する。

【実施状況】 

・ＤＶ被害者等の情報の保護に関する研修の実施〔市民局〕 

住民情報システム利用課を対象に研修を実施した。（1回、参加者計 81 名） 

モニタリング指標 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

婦人相談所

一時保護所

への送致件

数 

14 件 
（H26 年度） 

15 件 
（H28 年度） 

9 件 
（H29 年度） 

11 件 
（H30 年度） 

4 件 

（R元年度） 

7 件 

（R2 年度） 
 

住民基本台

帳事務にお

けるＤＶ被

害者の支援

措置申出件

数 

568 件 
（H26 年度） 

749 件 
（H28 年度） 

762 件 
（H29 年度） 

715 件 
（H30 年度） 

752 件 

（R元年度） 

850 件 

（R2 年度） 
 

宮城県警に

おけるＤＶ

に関する相

談受理件数 

2,254 件 
（H26 年） 

2,227 件 
（H28 年） 

2,201 件 
（H29 年） 

2,294 件 
（H30 年） 

2,380 件 

（R元年） 

2,386 件 

（R2 年） 
 

宮城県女性

相談センタ

ーにおける

ＤＶに関す

る相談件数 

1,014 件 
（H26 年度） 

852 件 
（H28 年度） 

828 件 
（H29 年度） 

881 件 
（H30 年度） 

807 件 

（R元年度） 

1,052 件 

（R2 年度） 
 

仙台地方裁

判所におけ

るＤＶ防止

法に基づく

保護命令の

新規受理件

数 

131 件 
（H26 年） 

99 件 
（H28 年） 

73 件 
（H29 年） 

69 件 

（H30 年） 

63 件 

（R元年） 

73 件 

（R2 年） 
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重点課題④ 地域における被害者支援の輪の拡大 

 

 
  

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

34 ＤＶ防止市民講座

の実施 

【内容】 

地域住民や医療従事者など被害者を発見しやすい立場にいる支援者に対し

て、ＤＶに関する情報提供などを実施する。 

 

【実施状況】 

・ストップ！ＤＶ市民講座〔市民局〕 

ストップ！ＤＶ市民講座は新型コロナウイルス感染拡大の影響により開

催を見送った。 

 

35 被害者支援に関わ

る人材の育成 

【内容】 

被害者支援に関わる人材を育成・支援していくための講座等を実施する。 

 

【実施状況】 

(1) No.34 と同様 

(2) 支援者を対象とした研修の実施〔市民局〕 

  性暴力被害者の支援に関わる支援者を対象にしたスキルアップ講座を開

催した。 

 

成果目標等 

なし 
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基本目標６ 復興・未来へつなぐまちづくりにおける男女共同参画 

重点課題① 女性をはじめ多様な人々が地域活動に関わるための情報提供や環境整備 

 

  重点課題② 地域防災や復興まちづくりを担う女性の人材育成及びネットワークの構築 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

36 男女共同参画に向
けた市民活動を促
進するための情報
提供や支援 

【内容】 
男女共同参画推進に取り組む様々な市民のグループ活動を支援するため、 
情報提供を行う。 

【実施状況】 
(1) エル･パーク仙台市民活動スペースでの情報の収集、提供〔市民局〕 
(2) 市民活動相談〔市民局〕 
(3) 財団ホームページ上での市民団体情報の掲載〔市民局〕 

37 男女共同参画推進
センターにおける
活動・交流スペース
の提供 

【内容】 
エル・パーク仙台の市民活動スペース及びエル･ソーラ仙台の市民交流・ 
図書資料スペースを運営する。 

【実施状況】 
(1) エル・パーク仙台市民活動スペースの運営〔市民局〕 
(2) エル・ソーラ仙台市民交流・図書資料スペースの運営〔市民局〕 
(3) 男女共同参画推進センターを拠点に活動する団体に対してのロッカー
やワークステーションの貸出、貸室の先行予約を実施〔市民局〕 

モニタリング指標 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 

R2 年度当初 

※ 

R3 年度当初 

※ 
目標値 

男女共同参

画推進セン

ターにおけ

る市民活動

スペース等

の延べ利用

者数 

エル・パーク仙台

(市民活動スペース)

28,271 人 

 
エル・ソーラ仙台

(市民交流・ 

図書資料スペース) 

137,567 人 
（H26 年度） 

エル・パーク仙台

(市民活動スペース)

55,071 人 

 
エル・ソーラ仙台

(市民交流・ 

図書資料スペース) 

140,452 人 
（H28 年度） 

エル・パーク仙台

(市民活動スペース)

55,502 人 

 
エル・ソーラ仙台

(市民交流・ 

図書資料スペース) 

127,804 人 
（H29 年度） 

エル・パーク仙台

(市民活動スペース)

55,218 人 

 
エル・ソーラ仙台

(市民交流・ 

図書資料スペース) 

110,569 人 
（H30 年度） 

エル・パーク仙台

(市民活動スペース)

51,101 人 

 
エル・ソーラ仙台

(市民交流・ 

図書資料スペース) 

99,273 人 
（R 元年度） 

エル・パーク仙台

(市民活動スペース)

410 人 

 
エル・ソーラ仙台

(市民交流・ 

図書資料スペース) 

15,618 人 
（R2 年度） 

 

 

※エル・パーク仙台（市民活動スペース）及びエル・ソーラ仙台（市民交流・図書資料スペース）では、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため一時両スペースの利用を停止しました。 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

38 防災・まちづく
り女性人材育
成プログラム
の開発・実施 

【内容】 
女性が平時から地域の意思決定の場に参画し、まちづくりの担い手として積極的
に関わるための力を養う研修プログラムを開発・実施する。 

【実施状況】 
・女性と防災まちづくり研修事業の実施〔市民局〕 

女性がマネジメント力を高め、地域でリーダーシップを発揮するための力をつ
ける研修事業「決める・動く 2020」を実施した。（20 名参加）。 

成果目標 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

防災・まち
づくり女性
人材育成プ
ログラム参
加者数 

 
26 人 

（H28 年度） 

19 人 
（H29 年度） 

20 人 
（H30 年度） 

23 人 
（R元年度） 

20 人 
（R2 年度） 

5 年間で 
100 人 

（R2 年度） 

モニタリング指標 

「仙台市地
域防災リー
ダー」養成
講習を修了
した女性の
数 

144 人 
(全体の

24.7％) 

（H27 年度末） 

154 人 
(全体の

24.1％) 

（H28 年度末） 

164 人 
(全体の

23.7％) 

（H29 年度末） 

183 人 
(全体の

23.1％) 

（H30 年度末） 

209 人 
(全体の

23.5％) 

（R 元年度末 

新規養成
講習会 
未実施 

（R2 年度末） 
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重点課題③ 男女共同参画の視点を反映した防災・復興活動の国内外に向けた発信 

 
 

重点課題④ 就業・生活の安定を通じた自立に向けた取り組みの実施 

 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

39 女性と防災を

テーマにした

イベントの開

催 

【内容】 

女性と防災をテーマとしたイベントを開催する。 

【実施状況】 

・仙台防災未来フォーラムでは、「仙台防災枠組 2015-2030」に盛り込まれた

「女性のリーダーシップ促進」を地域コミュニティの中でさらに定着させて

いくため、地域づくりのヒントとなる事例等を紹介するトークセッションを

行った。また、「女性たちの手仕事」をテーマに、東日本大震災で生まれた

女性たちの手仕事品の展示や販売を行うブース展示を行った。 

・防災まちづくりへの女性の参画を促す展示等をエル・パーク仙台で実施した。 

・東日本大震災から 10 年を迎えるにあたり、「仙台防災枠組 2015－2030」の

推進に向け、あらゆる意思決定の場への女性の参画を促すイベントを実施し

た。〔市民局〕 

40 震災復興と男

女共同参画を

テーマにした

広報誌の発行 

【内容】 

防災・まちづくりにおける多様な女性のリーダーシップのあり方等を伝える広報

誌を発行する。 

【実施状況】 

・「パンジー」の発行〔市民局〕 

広報誌「パンジー」第 9号、第 10 号を発行した。 

成果目標 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

仙台防災未

来フォーラ

ム及び関連

行事への参

加者数 

2,000 人 
（H27 年度） 

延べ
2,100 人 

（H28 年度） 

延べ
11,150 人 
（H29 年度） 

延べ 
3,500 人 

（H30 年度） 

延べ 
11,200 人 
（R元年度） 

延べ 
4,300 人 
（R2 年度） 

2,600 人 
（H30 年度） 

 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

41 自立相談支援

事業 

【内容】 

主任相談支援員、相談支援員、就労支援員の３職種を配置して自立に関する相談

支援を実施。個々の状況に応じたプランを作成するとともに、関係機関と連携し、

相談者が抱える複合的な課題の解決に向けた支援を行う。 

【実施状況】 

・自立相談支援事業〔健康福祉局〕 

新規相談受付件数 5,161 件。就労支援対象者 397 名、うち就労決定者 72 名 

42 仙台市ひとり

親家庭相談支

援センター事

業 

【内容】 

仙台市母子家庭相談支援センター及び仙台市父子家庭相談支援センターにおい

て、個別の家庭状況・就業適性・就業経験等に応じた就業相談、生活相談及び情

報提供を行う。 

【実施状況】 

・母子家庭相談支援センター及び父子家庭相談支援センターの運営〔子供未来局〕 

○就業相談  就業相談件数：653 件、就業実績：32 人 

○就業支援講習会等 111 人受講 

○特別相談 23 日間実施、相談件数：231 件 
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重点課題以外の取り組み 多様な性のあり方に関する理解の促進と性的少数者への支援 

 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

43 学び・キャリア

形成支援事業 

【内容】 

女性が子育てをしながら学びやすい環境整備と学びから社会参画へつなげるキ

ャリア形成支援の一体的な推進のため文部科学省が実施する「男女共同参画推進

のための学び・キャリア形成支援事業」を（公財）せんだい男女共同参画財団が

受託・実施する。 

 

【実施状況】 

・自立を目指す女性のための“学び直し”を通したキャリア支援事業〔市民局〕 

中卒や高校中退など、10 代で十分な学びの機会を得られず、就業や日常生活

に影響を受けている女性を対象に、キャリア支援と伴走型の個別学習支援を実

施した。 

 

モニタリング指標 

項目 計画策定時 H29 年度当初 H30 年度当初 
H31（R 元） 

年度当初 
R2 年度当初 R3 年度当初 目標値 

「仙台市生
活自立・仕
事相談セン
ター わん
すてっぷ」
における新
規相談件数 

363 件 
（H26 年度） 

※モデル事

業として実施 

（青葉区のみ） 

2,646 件 
（H28 年度） 

3,040 件 
（H29 年度） 

3,469 件 
（H30 年度） 

2,925 件 
（R元年度） 

5,161 件 
（R2 年度） 

 

「ひとり親
家庭相談支
援 セ ン タ
ー」におけ
る相談延べ
件数 

348 件 
（H26 年度） 

618 件 
（H28 年度） 

749 件 
（H29 年度） 

778 件 
（H30 年度） 

732 件 
（R元年度） 

789 件 
（R2 年度） 

 

 

No. 主な取り組み 取り組み内容・令和 2 年度実施状況 

44 多様な性のあ

り方について

の理解の促進 

【内容】 

多様な性のあり方について正しく理解し，偏見等を防止するための周知啓発を実

施する。 

【実施状況】 

・周知啓発リーフレットの送付〔市民局〕 

 連合町内会長や民生委員児童委員へ送付した。 

・庁内向け研修の実施〔市民局〕 

 一般職向け庁内研修を実施した。参加者数 96 名 

45 性的少数者へ

の支援のあり

方の検討 

【内容】 

性的少数者への支援のあり方について，検討する。 

【実施状況】 

・居場所づくり事業〔市民局〕 

 性的少数者の方の居場所づくり事業を 8 月以降，月に一度開催した。 

延べ参加者数 73 名 


